
e ラーニング研修「最終レポート」 
ICT を活用した授業のイメージをつくりましょう 

 
教科 ・ 領域等 英語 

授業タイトル・単元名等 「チャットを使って話そう」 
対 象 学 年 ２年 
実 施 場 所 情報処理室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＩＣＴ活用授業の内容 

授業のねらい 
“What do you want to be?” の質問に対して答え、そこから派生

するトピックについて、一定時間チャットを続けることができる

ようにする。 
授業の流れ 
ワークシートに“What do you want to be?”に対する答えを書き

込む。 
Language Educational Chat system 
（http://home.kanto-gakuin.ac.jp/~taoka/lecs/index.html）にア

クセス、ログインする。 
5 人ずつのグループに分かれ、チャットを開始する（10 分）。 
教師はいくつかのチャット部屋を回って様子を観察する。 
第 1 回のチャットが終わると、メンバーを変えて、同じテーマで

第 2 回のチャットを開始する。（10 分） 
チャットを終えると、グループごとにチャット時の発話をフィー

ドバックする。言いたかったが書けなかった表現、スペル間違い、

文法的間違い等を指摘しあって確認する。 
最後に教師は頻繁に見られた間違いを取り上げて全体に解説す

る。 
 
ＩＣＴ活用のねらいと授業での位置づけ 
Language Educational Chat system を使ったチャット形式で会

話をすることにより、生徒同士面と向かっては英語を使いづらい

状況を和らげ、よりスムースに英語での会話に入っていくことが

ねらいである。また、自分の発話が文字として残るため、間違い

の指摘やフィードバックもしやすい。 
 

活用する ICT メディア インターネットに接続できる PC 各自 1 台 

活用するコンテンツ等 Language Educational Chat system 
（http://home.kanto-gakuin.ac.jp/~taoka/lecs/index.html） 
 

 


